
 

 

 

 

 

 

 

2011 年 1 月 4 日 
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２０１１年 社長（高萩 光紀） 年頭挨拶について 

 

 

 本日、当社社長 高萩 光紀からグループ社員に対して実施した年頭挨拶の要旨につきまして、

下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．新年を迎えて 

「統合元年」の昨年は、当初想定を上回る成果をあげることができた記念すべき年であった。

グループの売上の大宗を占める石油精製販売事業においては、統合により初めて可能となる｢劇

的な事業変革の実現｣を最大のテーマに掲げ、着実に諸施策を展開することができた。 

迎えた本年は、統合の真価が問われる重要な一年になる。昨年５月に発表した「中期経営計画」

(以下、｢中計｣)と「長期ビジョン」をベースに、事業環境の変化を先取りしながら、「創造と変

革」をキーワードに、攻守両面から「ベストプラクティス」の施策を展開し、世界有数の「総合

エネルギー・資源・素材グループ」への飛躍・発展に向けた基礎固めの年としたい。そのために

は、現下の厳しい環境をむしろ成長のための絶好の機会と捉え、ＪＸグループの総力を結集し、

先手先手に対応することが不可欠である。 

 

２．ＪＸグループの重点課題と取り組み 

中計で掲げた数値目標、すなわち２０１２年度で連結経常利益３,０００億円以上、ＲＯＥ 

１０％以上、ネットＤ/Ｅレシオ１.０倍という目標達成のために、コスト削減、資産圧縮等あら

ゆる角度から効率化を徹底する一方、中長期の成長に向けた施策を展開し、収益の確実な底上げ

を図る。統合によるシナジー効果を限界まで追求する中で、グループとしての「ベストプラク 

ティス」を果断に実行していく。 

 

３．グループ社員への期待 

 グループ社員に次の２点をお願いする。明るく元気に溌剌と、ＪＸグループの「Ⅹ（みらい）」

をともに切り拓いていこう。 

①過去へのこだわりを捨てる：構造的変化に直面していることを強く意識し、まずは一旦白紙

の「ゼロリセット」の状態に立ち、柔軟な発想で、チャレンジ精神をもって「ベストプラク

ティス」を実践していくこと。 

②時間軸を明確にして施策を実行する：事業を取り巻く環境の変化に即応できるように、スピ

ードを重視し、施策実行までを含めた時間軸を常に明確にした上で、早め早めに実行してい

くこと。 

以上 

ＪＸホールディングス株式会社 広報部  〒100-8161 東京都千代田区大手町二丁目 6 番 3号  TEL:03-6275-5002 


